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いよいよ秋も深まり、朝夕が肌
寒くなってきました。もうしばらくす
るとストーブ等の暖房器具が必要にな
りそうですね。そうなると、注意しな
いといけないのが火の元。これから冬
にかけて火事が多い時期になりますの
で特に気をつけましょう。今号は、も
しも火事が起こった場合等にたよりに
なる地域の護り人「消防団」を特集。
取り組みや団員の方の声をご紹介しま
す。ぜひご覧ください。（広報担当Ｓ）

不要となった広報誌は、その他古紙（雑誌）として古紙回収日に
出していただきますようお願いします。

は
、「
饗
庭
村
の
南
に
お
い
て
、
大
字

や
小
字
の
区
画
は
東
西
と
南
北
と
に
正

方
形
に
近
い
形
と
な
り
、
ま
た
道
路
は

大
抵
南
北
の
直
線
と
な
る
点
や
、
饗
庭

村
と
新
儀
村
の
境
界
、
水
尾
村
、
大
溝

町
の
境
界
等
が
、
南
北
の
道
路
と
直
角

と
な
る
な
ど
の
点
は
、
条
里
制
の
痕
跡

と
認
め
ら
れ
る
と
し
、
こ
れ
ら
の
線
に

基
づ
き
条
里
を
地
図
上
に
復
元
す
る

と
、
正
南
北
に
な
ら
ず
東
に
約
13
度
傾

斜
し
て
区
画
さ
れ
て
い
た
。」
と
記
述

さ
れ
、
図
の
よ
う
な
土
地
区
画
が
復
元

　
琵
琶
湖
の
西
岸
は
、
比
良
山
系
が
急

斜
面
で
湖
に
迫
り
ま
す
が
、
明
神
崎
を

越
え
る
と
湖
西
地
域
最
大
の
平
野
で
あ

る
安
曇
川
・
鴨
川
扇
状
地
が
広
が
り
ま

す
。
こ
の
地
域
で
は
、
農
業
が
営
ま
れ

集
落
が
形
成
さ
れ
、
豊
か
な
恵
み
に
よ

り
早
く
か
ら
人
々
が
住
み
、
数
多
く
の

文
化
財
が
今
日
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
豊
か
な
実
り
を
も
た
ら
す
農
村

の
景
観
は
、
古
代
か
ら
の
条
里
制
に
よ

る
土
地
区
画
に
よ
る
地
割
が
大
き
く
影

響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
条
里
制
は
、
奈
良
時
代
か
ら
室
町
時

代
に
か
け
て
行
わ
れ
た
土
地
区
画
制
度

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
あ
る
程
度
の
広

い
範
囲
を
、
約
１
０
９
ｍ
間
隔
で
直
角

に
交
わ
る
平
行
線
に
よ
り
、
正
方
形
に

土
地
を
区
分
す
る
も
の
で
、現
在
で
も
、

こ
の
条
里
制
の
な
ご
り
と
し
て
、
用
水

路
や
水
田
の
形
状
、
地
割
や
地
名
な
ど

が
日
本
各
地
で
確
認
で
き
ま
す
。

　
滋
賀
県
は
、
比
叡
山
延
暦
寺
の
本
拠

地
で
あ
り
、
京
都
に
近
く
、
北
陸
、
東

海
地
方
と
畿
内
と
の
接
点
に
当
た
る
地

域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
条
里
制
に
よ
る

土
地
区
画
が
数
多
く
実
施
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　
昭
和
２
年
刊
行
の
『
高
島
郡
誌
』
で

今
に
残
る
安
曇
川
扇
状
地
の
条
里
制

今
に
残
る
安
曇
川
扇
状
地
の
条
里
制

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
40
年
代
の
区
画
整
備
や
ほ
場
整

備
工
事
前
の
地
図
や
写
真
を
見
て
み
ま

す
と
、
旧
国
道
１
６
１
号
の
一
部
の
方

向
や
、
水
田
の
畦
や
水
路
、
農
道
が
配

さ
れ
る
様
子
で
も
、
地
割
の
方
向
が
東

に
13
～
14
度
ほ
ど
傾
い
て
い
る
様
子
が

確
認
で
き
ま
す
。
ま
た
、現
在
で
も「
三

ノ
坪
」
や
「
五
ノ
坪
」
と
い
っ
た
条
里

の
呼
称
が
残
る
こ
と
か
ら
も
、
条
里
に

よ
る
土
地
区
割
が
実
施
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
現
在
の
土
地
形
状
や
境
界
の
基
礎
と

な
っ
た
条
里
の
施
工
時
期
は
、
ど
の
時

代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
か
は
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
奈
良
時
代
に
整

備
さ
れ
た
と
さ
れ
る
北
陸
道
（
西
近
江

路
）
と
、
条
里
の
施
工
と
は
互
い
に
影

響
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
近
年
で
は
、
開
発
や
都
市
化
な
ど

に
よ
り
地
割
や
区
画
が
急
速
に
改
変
、

消
滅
し
つ
つ
あ
る
中
で
、
か
つ
て
の
村

落
景
観
・
環
境
を
記
録
す
る
活
動
が
行

わ
れ
、
条
里
制
の
研
究
は
貴
重
な
資
料

と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
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課
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『高島郡誌』昭和２年刊行より


